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フォーマット（初期化）について 

フォーマッ トの手順は、画面で見る マニュアル「フォーマッ ト/メンテナンス 
ガイド」をご覧ください。本書では、 フォーマッ トの手順を記載しておりません。 

V_ _ 


巾 M インターネットで弊社製品の Q & A 情報を入手できます。 
ly&LJ http://buffalo.jp/qa/index.html 















本書の巧いかた 


本書を正しくごま用いただくための表記上の約まごとを説明します。 

表記上の約ま 


ま 意 マーク . に続く説明文は、聲品の取り扱いにあたって特にを意すべき事 

項です。このを意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与え 
る恐れがあります。 

次の動作マーク . に続くページは、こ欠にどこのページへ進めばよいかを記してい 

ます。 


文中の用語表記 

• Windows 搭獻\°ソコンの場合、本書では、ホのようなドライブ構成を想定して説明しています。 
C : A - ドディスク 
D : CD - ROM ドライブ 

•文中 [] で囲んだ名称は、ダイアログボックスの名称や操作の際に選択するメニュー、ボタン、 
チェックボックスなどの名称を表しています。 

•本書に記載されているいードディスク客量は、 1 GB = 1000 3 6乂16で計算しています。 0 S やア 
プリケーシヨンでは、 1 GB =1024 3 byte で計算されているため、表示される容量が異なります。 


■本書の著作権は醉社に帰属します。本書の一部または全部を鮮社に無断で転載、複堅、巧をなどを 
行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。し LINK は、 IEEE 1394-1995 およびそ 
の拒;張仕様を示す呼称です。 i.LINK は、ソニー株式会社の商標です。 FireWire は Apple 社の商標です。 
また、本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、 
贷、©などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに蜜要される塌 
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ 
りましたら、お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 磯器としてお使いくださし、。万一、一般 0 A 機器が外として使用さ 
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負し、かねますので、あらかじめご了承くださし、。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高いを全性が要求される用途に 
は使巧しないでください。 

-一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用遠に使用するとき 
は、ご使用になるシステムのを全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 
■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使巧しない 
でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 
■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの 
については、曰本国外への輸出に隙して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 
■本製品の使用に隙しては、本書に記載した使用方まに沿ってご使用くださし、。特に、注意き項とし 
て記載された取扱ちまに違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で f 度理を保証しますが、記憶されたデータが消失-破損 
した場合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記 
憶装置に接続して使巧するものである場合は、本書に記載されたま意事項を遵守してください。ま 
た、必要なデータはバックアップを作成してくださし、。お客様が、本書の注意事項に違反し、また 
はバックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、 
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失があった塌合を除き、本襲品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵をイ度補し、または瑕疵のない同一數品または 
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 
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はじめに 

はじめに確認して頂きたいことを記載しています。 


各部のを觀 




①電源ランプ 

電源が ON のときに緑色に点灯します。一番左のラ 
ンプです。 

@アクセスランプ （4 つ） 

本製品に内蔵されたハードディスクの状態を表示し 
ます。1番左のランプ（電源ランプ）を除く、4つ 
のランプです。 

アクセス時：緑色点滅 
起動時、異常時：赤色点灯 

※本製品が起動して电赤色点灯している場合は、 
P 12 「故障かなと思ったら（ブザー•ランプの確 
認)」を参照してください。 

感セキュリティスロット 

※前面のセキュリティスロットは、弊社製 BSQ - 
SD 02 のみ対応です。 

④電源コネクタ 

電源コードを接続します。 

® 電源スイッチ 

本製品の電源を ON / OFF 切り替えます。 

®IEEE1394b (FireWireSOO ) ポート 

IEEE 1394 b ( FireWireSOO ) 接続で取り付けるときに 
IEEE 1394 b ( FireWireSOO ) ケーブルを接続します。 
ポートは2つありますが、どちらのポートに接続し 
てもかまいません。 


@IEEE1394 (FireWire400) ポート 

IEEE 1394 ( FireWire 400) 接続で取り付ける 
ときに IEEE 1394 ( FireWire 400) ケーブル 
を接続します D 

感 USB ポート 

USB 接続で取り付けるときに、 US 目ケーブ 
ルを接続します。 

@ eSATA ポート 

eSATA 接続で取り付けるときに 、 eSATA 
ケーブルを接続します。 


@ AUTO 電源機能切替スイッチ 

次ページを参照してください。 

⑩フアン 

ファンを塞ぐような設置はしないでくださ 
い。 

©セキュリティスロット 

別売のセキュリティアダプタワイヤケーブ 
ルで固定することができます。 
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電源の ON/OFF 


本製品の電源は、 「 PC 連動 AUTO 電源機能」によってパソコン本体の電源 ON / OFF に合わせて自 
動で ON / OFF することも、手動で ON / OFF することもできます。 

出荷時は、 PC 連動 AUTO 電源機能が有効になっています。 

AUTO 巧活巧お切替スイッチは、本巧品の®活を OFF にしてから切リ替えてください。 
本 S 品の電源が ON のが態で切り替えてち、設定がを更されません。 



「 PC 連動 AUTO 電源機能」巧用時のミ主意 

- 「 AUTOj でお巧いの場合、お使いの巧巧によっては、正常に認識しないことやパソコ 
ンの電源に連動しないことがあリます。この場合は、 「 MANUALj にしてお使いくだそい。 
-パソコンの電源スイッチを OFF にしてから本巧品の巧活ランプが消えるまでに、少し 
時巧がかかることがちリます。 

- AC アダプタ付きの USB 八ブに本製品を巧続した場合、パソコンの電源スイッチを 
OFF にしても本巧品の®活ランプがおえないことがあリます。本巧品の«巧スイッチ 
を OFF にするか 、 USB /\ブから本裝品を巧リかしてください。 



本製品のセットアップ方法は、別紙「はじめにお読みください」をご覧ください。 


mm 本巧品に os をインストールして使用される方へ 

本製品をが下の接続方法でパソコンと接続してから 0 S をインストールしてください。 
別紙「はじめにお読みください」のセットアップ手順は必要ありません。 

• Windows をインストールされる場合 
eSATA 接続でパソコンに接続してください（次ぺージも参照してください)。 

- MacOS をインストールされる場合 

FireWireSOO (IEEE1394b) または FireWire400 (IEEE!394) で接続してください。 
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本製品に Windows をインストールする方へ 
( eSATA 接続のみ） 


eSATA 接続をした場合、 Windows をインストールし、本製品を起動巧ハードディスクとして使 
用することもできます。 Windows をインストールする場合は、が下の手順で行ってください。 

fmm • eSATA で挽馬していない場合や Macintoch をお巧いの場合は、 Windows をインストー 
ルで去ません。 

-巧れ製 IFC - Pa 7 ESAU 2 をお巧いの場合、本お品から 0 S を起動することができません。 
本®品は、ち設用/\-ドディスクとしてお巧いください （ IFC - PCI 7 ESAU 2 のブートス 
イッチは OFF にしてください)。 

• Windows XP をインストールする場合は、な下の手順の後にがず次ぺージの 「137 GB 
な上認識されない方へ ( WindowsXP のみ)」の手順を巧ってください。巧わないと、デー 
夕が破損-消 ミ 戌する双れがあリます。 

naa windows をインストールした後、ハードディスク内にホ使用領域がある場合は、パーティ 
シヨンを作成し、フォーマットしてください。【画面で見るマニュアル「フォーマット/メ 
ンテナンスガイド」】 

パソコンに付属の CD-ROM から Windows をインストールする場合 

本製品の電源スイッチを0 N にしてからパソコンに接続し、パソコンのマニュアルを参照して 
0 S をインストールしてください。 

お使いのバソコンによっては、化様により Windows をインストールで去ないことがちり 
ます。/\’ソコンメーカにご巧認ください。 

Windows の CD-ROM からインストールする場合 

本製品の電源スイッチを ON にしてからパソコンに接続し Windows をインストールします。 
画面に表示されるメッセージに従って操作してくださし、。インストール手順は Windows の マニュ 
アルを参照してください。 Windows を新規にインストールする場合の一般的な手順は、巧のと 
おりです。 


本製品の電源スイッチを ON にする 


▼ 


eSATA ケーブルで本製品をパソコンに接続する 


▼ 


Windows の起動ディスクからパソコンを起動する 


▼ 


Windows をインストールする【各 0 S のマニュアルを参照】 

▼ 


パソコンを再起動する 
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137 GB が上認識されない方へ (Windows XP のみ) 


本製品に Windows XP をインストールされた場合や本製品をパソコンに接続しても1376目が上 
認識できない場合、 WindowsXP Service Pacl<2 が上がインストールされていないことがあります。 
な下の手順で確認してください。 


《 Windows XP Service Paclc 2 な上がインストールされていないと、データが破損 • •消•说 
するあれがあります。がずな下の手順を巧認してください。 

《 Windows をが規にインストールする場合は、 Windows のインストール後にな下の手順 
を巧ってくだぞい。 


■サービスパックの確認をずる 

1周辺機器-•■パソコンの順に電おスイッチを ON にします。 

2 [スタート]メニュー巧の[マイコンピュータ]をちクリックし、[プロパティ] 
クリックをします。 

プロパティ画面が表示されます。 



な上で完了です。 


「Service Pack 2」が上が表示されていること 
を確認してください。 

表示されていない場合は 、 Windows 
Update(http://windowsupdate.microsoft. 
com/) からインストールしてください。 
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巧いかた 


使用時のま意や本製品の取り外しかたを説明します。 


使用上のミ主意 


•本巧品に巧想メモリを剖リ当てないでください（本裝品に 0 S をインストールした場 
合を除く）。本製品を巧リかした除に、 M — ドディスク巧のデータが破读されるおそれ 
があります。 

•本 S 品のアクセスランプが保を点巧しているとまは、絶巧に描房ケーブル、 g 活ケー 
ブルを巧いたリ、パソコンの電源スイッチを OFF にしたリしないでください。データ 
が破巧するおそれがちります。 

•パソコン本体の省電カモード（スタンバイ、化止が態、スリープなど）はな効にして 
ください。データが破損したリ、省電カモードから復描でをないことがあります。 

♦パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 

• MacOS X 10.3 をご使用の方は、本製品を使用する前に必ずフォーマット（初期化）してく 
ださい。【画面で見るマニュアル「フォーマット/メンテナンスガイド」】 

•本製品はホットプラグに対応しています （eSATA 接続の場合は、弊社製 eSATA インターフェー 
スに接続した場合のみ)。 

本製品やパソコンの電源スイッチが ON のときでも接続ケーブルをあき差しできます。ただし、 
ぶ、ず定められた手順に従って取り外してください。 【P10 「本製品の取り外しかた」】 

本巧品にアクセスしているとき（アクセスランプが»を点«しているとき）は、«巧に接 
続ケーブルを巧かないでください。本8品に記録されたデータが破巧する恶れがちリます。 

♦本製品に Windows をインストールする場合は、 eSATA で接続してください。 USB 接続や 
IEEE1394b (FireWireSOO ) 接続、 IEEE1394 (FireWire400) 接続した場合は、本製品から 
Windows を起動できません。 

♦本製品に MacOS をインストールする場合は、 FireWireSOO (IEEE! 394b ) または FireWire400 
(IEEE1394) で接続してください。 

♦動作中に本製品を移動させたり、設置方向を変えないでください。本製品の破損の原因となり 
ます。 


#本製品に物を立てかけないでください。 

転倒して故障する恐れがあります。 

• Windows XP 搭載のパソコンで使巧する場合 

USB 接続する場合は、 USB2.0 ポートに接続してください （USB1.1 接続は推奨しておりません)。 
USB1.1 準拠の USB ポートに接続すると、「高速 USB デバイスが高速ではない USB ハブに接続 
されています。（が下略）」と表示されます。 


• FAT32 形式のハードディスクに保存できる1ファイルの最大容量は 4GB です。 

本製品は FAT32 お式でフォーマットされているため、1ファイルの最大容量が 4GB となります。 
Windows の場合は NTFS お式、 MacOS の場合は MacOS 拡張お式で本製品をフォーマット（初 
期化）すれば1ファイルが 4GB が上のファイルでも保をできるようになります。 
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A 本製品の発熱について 

本製品は售体を利巧して内部からの熱を放熱しております。售体表面が熱くなりますが、 
異常ではありません。熱がこもると故障の原因となりますので、次の事項は行わないでく 
ださい。 

-本製品を横置きにしたり、積み重ねて使用しないでください。 

-本製品の上や周りに放熱を巧げるような物を置かないでください。 

-本製品に巧などをかぶせないでください。 


• Macintosh でリカバリするときは、本製品を取り外してください。 

取り外さないとリカバリできないことがあります。 

♦本製品の動作時、特に起動時やアクセス時などに音がすることがありますが、異常ではありま 
せん。 

•接続ち法を変更する場合（例： eSATA 接続から USB 接続に変更する場合）は、本製品の電源 
を OFF にしてから行ってください。 

#醉社製 IFC-Pa2ES や IFC-PCIE2ES に本製品を接続した場合、パソコン本体の eSATA ポートや 
他の eSATA インフエースに接続したときに比べて転送速度が遅くなることがあります。 

パソ〕ン本体に eSATA ポートがある場合は、 バソコ ン本体の eSATA ポートに接続してくださ 
し、。また、パソコン内部にシリアル ATA コネクタがある場合は、付属の eSATA ブラケットを 
使って接続することをお勧めします。 

•複数の USB 機器と併巧したいときは、弊社製 USB ハブ（別売）などを使用してください。 

•本製品は、出荷時より RAID 0 (ストライピング）設定に固定されています。 

RAID の設定を変更することはできません。 
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IEEE1394b (FireWireSOO) /IEEE1394 (FireWire400) 
巧続時の書き込みに時巧がかかる場合は？ 
(Windows のみ） 


IEEE1394b (FireWireSOO) や IEEE1394 (FireWire400) 接続した場合、お使いの環境によっては書き 
込みに時間がかかることがあります （4GB のファイルをコピーするのに10分が上かかることがあり 
ます)。この場合、 Windows の書き込みキャッシュが無効になっていることがありますので、が下 
の手順を行ってくださし、。 Windows の書き込みキャッシュを有効にし、書き込み時の姐理能力を向 
上させます。 

な下の手順を巧ラと、データの一®を書き込みキャッシュに巧巧し、処理速度を向上さ 
せます。そのため、本製品巧用時に障害が発ちした場合、書玄込みキャッシュに巧をさ 
れていたデータが破損•巧失することがちります。本製品を巧りかすときは、がず P 10 
「本巧品の巧りかしかた」の手順で巧ってください。手順をずらないと、データが巧損、 
巧失するあれがあります。また、停電の場合や機器の障害時なども、データが破損•消 
失する思れがちリます。本裝品に保巧したデータは、定期的にパソコンなどへバックアッ 
プすることをお勧めいたします。 

1な下の方法でデバイスマネージャを表示します。 

Windows Vista . [スタート]をクリックー[コンピュータ]を右クリックー[管理]を 

クリックー「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら[続 
行]をクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 

Windows XP/Server 2003....[スタート]をクリックー[マイコンピュータ]を右クリックー 
憎理をクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 

2 「デスクドライブ」の 「BUFFALO INC . HDD IEEE 1394 SBP 2 Device 」 をちクリッ 
クし、[プロパティ]をクリックします。 



①「パフオーマンスために最適化する」 
にチェックします。 


感 「ディスクの書き込みキャッシュ 
をち効にする」をチェックします 
(Windows Vista のみ）。 


⑤ [ OK ] をクリックします。 


※手順@は 、 Windows Vis ねのみ選択できます 。 Windows XP/Server 2003では手順感 
を巧ラがまちりません（表示されません)。 

が上で完了です。 
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IEEE1394b (FireWireSOO ) 機器や 
IEEE1394 (FireWire400 ) 機器の増設 


次の図のように接続してください。 

mm •本 S 品の電源を切ると、本裝品な降に巧親されている機器が巧巧できをくります。 

• 本巧品を USB ケーブルや eSATA ケーブルで抵院した巧合、 IEEE 1394 b ( FireWireSOO ) 
傑巧や IEEE 1394 ( FireWire 400) 機巧を本投品に巧続することはできません。 

•デイジーチェーンやツリー型で抵院する巧合、 IEEE 1394 b ( FireWireSOO ) 巧器と 
IEEE 1394 ( FireWire 400) 機器を混なして巧用しないでください。機器が混だしてい 
る場合、正常に動作しないことがちります。 

•本巧品を IEEE 1394 ( FireWire 400) 機器として巧用される場合は、終端に巧続してく 
ださい。本製品から化の機器に巧続することはできません。 


垂デイジーチェーンの場合 




ケーブルは最長 4.5 m です。 


参ツリー型の場合 



※終端から終端の機器の間に使 
巧できるケーブル数は最大16 
本 （16 ホップ）です。 

左図の例での終端は （A) と （B) 
となり、その間のケーブル数 
は①〜④の4本 （4 ホップ） 
となります。 


mm 次のような巧続はできません。 


(リング 型） 

X 


冒な 且 

パソコン 


(スター型） 


1台の機器を複数のパソコンに接続して使巧す 
ることはできません。 


X 


X 


つ 


パソコン 


パソコン I 


IEE 。394 b ( FireWireSOO ) II-II II-1 

ケーブル、 パソコン パソコン 

IEEE 1394 ( FireWire 400) 

ケーブル 
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本製品の取り外しかた 


な下の手順で取り外してください。 

rwsi パソコンの電源スイッチが OFF の時は、そのまま取り外せます。 


Windows 

接続方法によって、手順が異なります。 

■ USB/IEEE1394b(FireWire800)/IEEE1394(FireWire400) 巧続 
の場合 


ち軍カユーティリティ for HD をインストールした場合は、省電カユーティリティの マニ ュ 
アルに記載の手順で巧りかしてください。 

省電カユーティリティのマニュアルは 、 DriveNavigator (付属の CD をバソコンにセットし 
たときに表示されるメニュ ー) から表示できます。省電カユーティリティがインストール 
されている場合に J •乂下の手順を行うと、エラーメッセージが表示されたり、省電力が態に 
でさないことがあります。 


ち軍カユーテイリテイ for HD をインストールしていないち合は、がず巧の手順に化って 
巧りかしてください。巧のお作を巧わずに本强品を巧り刘•すと、データが破損したリ留品 
が巧居する原因となります。な下の説巧では 、 Windows Vis ねの函旧を使用しています。 

NTFS でフォーマツトしたバーテイシヨンがある場合、な下の手順では取り外しできないこ 
とがあります。その場合は、パソコンの電源を OFF にしてから本聲品を取り外してください。 


1 タスクトレイのステータスま巧お巧にま示されているアイコン (Windows 
Vista ) f み (Windows XP / Server 200 3) をクリックします。 


2 メニユーが表示されたら、 [ USB 大客量記憶装置（デパイス）-ドライブ（が 
をち全に巧リがします]または [ BUFAL 0 INC . HDD 1394 SBP 2 Device - ドライ 
ブ化:）をち全に巧リかします]をクリックします。 


下線部には、本製品に割り当てられたドライブをが表示されます。 

お使いの 0 S によって、メッセージが少し異なります。 

-本製品に害リリ当てら 


USB 大容冨記恒装置-ドラィブ《り^を安全に巧りかします 


れているドライブ名 
が表示されます。 



IBEag TurboUSB をち巧!にしていると去は、メニューに 「 TurboUSB 」 とま示されます。 


3 [巧全に巧りかすことがで去ます。 ] とま,示されたら、 [0 K ] をクリックし、本 
製品を巧りかします。 

《 Windows XP の場合は、 [0 K ] をクリックするが要はありません（表示は自動的に消え 
ます)。 
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■ eSATA 接続の場合 


本製品を起動用ハードディスクとしてお巧いの場合 ( Windows をインス 
卜ールした場合）は、本製品をおりかさないでください。 

本製品に 0 S をインストールした場合、本製品を取りかすとパソコンが起動しません。また、 
再度接続したときもバソコンが起動しない恐れがあります。 


醉社製 eSATA インフエースの マニュ アルを参照してください。 

パソコンの eSATA ポートや付 JI の eSATA ブラケットを巧ってあ房している巧合、パソ 
コンの電おを OFF にしてから本留品を巧リ刘■してくださし、。パソコンの電おが ON のと 
をは、本醒品を巧りかしでをません。 


Macintosh _ 

Macintosh の場合は、な下の手順で本豐品を取り外してください。 

本製品を起動用/、ードディスクとしておほいの場合 （Mac OS をインス 
卜ールした場合）は、本製品をおりかさないでください。 


1本毁品のアクセスランプが巧えていることを巧困!し、デスクトップにちるハー 
ドディスク（本製品）のアイコンをゴミ巧にドラッグアンドドロップします。 

本製品のすべてのアイコンを、ゴミ巧にドラッグアンドドロップしてください。 

2本製品を巧り外します。 
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ft 障かなと思ったら 


ブザー-ランプの確認方法を説明します。 


故障かなとちったらヴザー•ランプの«誠 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能があります。 
故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 

※本製品の起動時に全てのアクセスランプが赤色に点灯します。これは、起動中の状態の示して 
いるものですので、問題ありません。 



スクのが態を表示します。一番 
左のランプ（電源ランプ）が外 
の斗つのランプです。 


アクセスランプの 
が態 

ブザー音 

本製品のげ態 

— 

ピー.ピー.ピー 

(繰り返し鳴る） 

背面のファンが停止しています。本製品の電源を OFF 
にして、フアンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取り除いても絕決しない場合は、 
ファンが故障している可能性があります。本製品を弊 
巧修理センターへお送りください。 

アクセスランプが 
ホ色点灯 

(複数のランプが点 
灯することもあり 
ます） 

— 

ハードディスクに異常があります。本製品を弊社修理 
センターへお送りください。 
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本製品の仕様を記載しています。 


仕様 


※最新の製品情報や対応重については、カタログまたはインターネットホームぺージ （ buffalo . jp ) 
を参照してください。 


準拠規格 

IEEE 1394-1 995, IEEE 1394 a - 2000, IEEE 1394 b - 2002 

Serial AT A Specification Revision 2.5 

USB Specification Rev 2.0 

最大転送速度（理論値） 

800 Mbps ( IEEE 1394 b / FireWire 800). 

400 Mbps ( IEEE 1394/ FireWire 400). 

3.0 Gbps ( eSATA )、480 Mbps ( USB 2.0) 

セクタ容量 

512 Bytes 

シークタイム 

最大 11 msec 

出巧時フォーマツトお式 

FAT 32 

外形寸法 

165( W ) X 203( H ) X 242( D)mm (突起物含まず） 

消費電力 

最大 86 W 

電源 

AC 100 V 、 50/60 HZ 

動作環境 

温度 

5〜35で 

湿度 

20〜80〇/〇(結露なきこと） 

対応機種 

< IEEE 1394 b ( FireWireSOO ) で巧続する場合> 

1 EEE 1394 b ( FireWireSOO)(Beta または Bilingual ) インターフェー 
スを標準搭載した Apple 製 Macintosh / Mac シリーズ。 

または、弊社製 IEEE 1394 b ( FireWireSOO ) インターフェースを 
搭載した次のパソコン 

• D 0 S/V 機 （0 ADG 仕様） 

•Apple 製 Macintosh/Mac シリーズ 

< IEEE 1394 ( FireWire 400) で巧続する場合> 

IEEE 1394 ( FireWire 400) インターフェースを標準搭載、または 
弊社製 IEEE 1394 ( FireWire 400) インターフェースを搭載した 
次のパソコン 

• D 0 S/V 磯 （0 ADG 仕様） 

•Apple 製 Macintosh/Mac シリーズ 

< eSATA で接続する場合> 

eSATA ポート/シリアル ATA ポートを標準搭載、または、弊社 
製 eSATA インターフェース/シリアル ATA インターフェース 
を搭載した D 0 S / V 機 (0 ADG 仕様） 

< USB 2.0 で墙続する場合> 

USB 2.0 ポートを標準搭載、または禪社製 USB 2.0 インターフェー 
スを搭載した次のパソコン 
- D 0 S/V 機 (0 ADG 仕様） 

- Apple 製 Macintosh / Mac ( USB 2.0 l / F 搭載機種） 

※本製品は USB 2.0 のみ対応。 


HD-QS 旧 SU 2 /R シリーズユーザーズマニュアル 


13 


















対応 0 S 

D 0 S/V 機 

Windows Vista/XP (Media Center Edition を含む）、 

Windows Server 2003 R 2 /Server 2003 SP 1 が降 

Macintosh 

Mac OS XI 0.3 麟 


naa windows をお使いの場合、本製品のドライバが正常にインストールされるとデバイスマ 
ネージャにが下のデバイスが追加されます。 

デバイスマネージャは、次の方法で表示で寺ます。 

Windows Vista / XP/Server 2003 : 

[スタート] y ニュー内の[コンピュータ（またはマイコンピュータ）]を右クリツク^ [管 
理]をクリック^ [デバイスマネージャ]をクリック 


接続方法 

追加場所 

追加デバイスを 

USB 

ディスクドライブ 

Windows Vista : 

BUFFALO HD - QSIBSU 2 /R 

Windows XP/Sever 2003 : 

BUFFALO HD - QSIBSU 2 /R USB Device 

USB(Universal Serial 
Bus ) コントローラ 

Windows Vista : 

USB 大容量記憶装置尸 1) 

Windows XP/Sever 2003 : 

USB 大容量記憶装置デバイス（*1 ) 

eSATA 

ディスクドライブ 

BUFFALO HD - QS 旧 SU 2 /R SCSI Disk Device (つ） 

IEEE 1394 b / 

IEEEE 1394 

ディスクドライブ 

BUFFALO INC HDD IEEE 1394 SBP 2 Device 

SBP 2 IEEE 1394デバ 
イス 

SBP 2 準拠 IEEE 1394 デバイス 


*1 Turbo USB 機能を有効にしているときは、デバイス名に 「(Turbo US 目)」が追加されます。 
*2 eSATA ブラケットを使って接続している場合は 、 「BUFFALO HD - QS 旧 SU 2/ R 」 と表示 


されます。 
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